
●みっちゃんの日記　2011-7　

7/31 日 
 

●分科会。子供たちは熊丸みつこさんの親子リズムに参加。
●私は世界で始めての原発災害に参加の予定でしたが、会場がいっぱいで通路もはみ出している状態でしたので、どう
すれば日本は良くなるのか？　　
　山家悠紀夫さんの分科会に参加。国家予算の兆円単位で物事を考えるので総理大臣になった気分でした。
 以前奈良に住んでいたＴさん夫妻と偶然同じ分科会，がんばっていることをとてもうれしく思いました。並んでいるときに
署名を取りに来てくれたのも以前奈良県にいたKさん。「今井さん」とお互いに再会を喜びました。

 隣の席に座ったのが和歌山の県議のお姉さんでした。奈良県広陵町から来たと話すと紀美野町のお年寄りの方が靴下
の「切りくずのワッカ」を使った手芸がはやっていて、広陵町から送ってもらっていると喜んでいました。

 日本で一番電力を使った日は2007年8月22日午後2時から3時ごろ179百万キロワットが最高だったそうです。2011年1月
現在の電力供給能力は認可最大出力228百万キロワット、そのうちから原子力の認可最大出力49百万キロワットを引く
と、なんと１７９百万キロワット。今でも原発なしでやっていけるということにはびっくりしました。
 いま原発が無いと大企業が海外に行ってしまうと脅しているが、海外はもっと電力供給が困難、行くところもないと言って
いました。
 ベトナムに行った時、ハノイ空港の周辺はキャノンやパナソニックなど日本企業が進出していますが、日本がベトナムに
原発を輸出しようとしている理由がわかりました。
 先生は日本人は天下国家の立場から物を考える人が多く。消費税を上げないとだめなど思っている人が多いがもっと自
分の暮らしから意見を言っていくことが大事。ギリシャでは財政破綻といわれても公務員の給与引き下げには反対のデ
モが起きると言われていました。
 暮らしの厳しさも、内需不振も、円高も、デフレも根本原因は賃金があがらないこと。

 母親バザールでは，飯館村のつめたーい甘酒をいただきましたが、甘酒がこんなに美味しいとは知りませんでした。ま
でいの村の底力を見た気がしました。

全員集合です

 香芝、北葛城郡か
ら
 池田栄子香芝市
議
 小山郁子王寺町
議も一緒でした

ページトップへ

7/30 土 
 

●待ちに待った日本母親大会の日。いつか子供と参加したいと願っていましたが、2人の娘と4人の孫と、娘の嫁ぎ先のお
母さんと広島での第57回日本母親大会に参加しました。誰かが熱でも出してきっとキャンセルと思っていたのですが奇跡
的にみんな元気でラッキーでした。
●広島総合体育館グリーンアリーナには全国から参加したお母さんの熱気、

●湯浅誠さんの記念講演。貧困なくし人間らしく生きられる社会を。貧困と言う根源に迫る問題を気取らず、分かり易く語
ってくれました。

●30代後半の男性の未婚率が４９％、9割の人が今昔も結婚したいと望んでいますが、女性が結婚相手に求める年収は
400万以上。男性で400万以上は2割しかいない。結婚と年収は正比例。
 その前は就活、小学生は将来の夢を聞かれて正社員になりたいと答える時代。30代前半の5割が夢は結婚すること。障
害の未婚率が1950年代は1570年代が２％。2005年が15％2030年になったら30％と予測されている。

　そのためにやることは婚活、今の時代は生きることが大変で生活。3万人の自殺者が13年続いている。日本は経済力
は世界第2位とか3位、気候も温暖、暮らし安いはず、3万人の自殺のニュースに驚かない社会が異常。
　交通事故死5,000人を切った、他殺600人、日本では人に殺されるより自分で死ぬ確率が50倍、子供の貧困が3年間で
23万人も増えた。体操着が買えない。就学旅行にいけない。友達と遊べない、つまらない気持ち。人生低空飛行で仕事
から排除。ホームレス。

 今後、生産年齢人口の減少8,000万人が、2050年には3,700万人に女性の力を生かす社会に、さまざまな才能を開花さ
せる条件を。これまでの社会は、3の力しかない人が、10の力を求められ、それが出来ないからと3の力を生かさない。
　もったいない、湯浅さんはご自分のお兄さんが障害があり、働いていることを語り、もし働く場がなければ、母も自分も
兄の介護にかかわらなくてはいけなかった。生産だけに目をやればわずかでももっと大きなものを生み出す。
 貧困や自殺は心に傷を作り、それを癒すには何年もかかる。13年間で3万人の自殺者。3万人にはそれぞれの遺族がい
る、震災で生き残った人は自分を責めている。

　100万人・200万人と言う、同僚・同級生・知人がそれを見ている。なんとなく気が重い。
 がんばろう日本といっても、よし！という気になれない。ホームレスの支援をしているが社会に背を向けてひねくれてい
る。ボランティアが生活保護を申請、病院に行こうとしても病院まで嫌がられる救急車も乗せてくれない。自分は世の中
の迷惑だと感じる、社会のお荷物になっている、いなくなったほうがまし。貧困は周りに傷を広げる人間らしく生きられる
社会は・・・・・・つくり、求めることで果たせる。ないからつくる。

●クミコさんの祈りのコンサートも素敵でした。

●全国のお母さんが壇上で訴えました。福島の若いお母さんは小学生の子供の手を握り、4歳のこどもを抱いて訴えまし
た。
　「娘の通う学校には夏プールの授業がありません。秋の運動会は中止です。外で遊ぶことも出来ません。みんな福島
からよそに移って行きます。私はここで子供を育て、生きていきたいと思います、でも夜になると本当に子供の健康を守っ
てやることが出来るだろうかと涙が止まりません。不安でいっぱいです。戦争の時になぜ戦争に反対してくれなかったの
と、子供が言ったと聞きました。なぜ原発を無くしてくれなかったのといわれないように原発をなくす様にがんばります。」
との訴えは、会場中が涙、涙でした。

全体会場、中央に
はメッセージカード
でつくった広島の
町と原爆詩のタペ
ストリー

7/29 金 
 

●王寺駅南で幡野美智子・小山郁子議員と早朝宣伝
　久しぶりの王寺駅でしたが、色々な反応がありました。「みっちゃんの宅急便」を配布。わざわざ車に取りに来てくれる
人。良い事いってるからアイドリングは止めた方が良いといってくれる人。遠くから挨拶してくれる人。終わって車を移動さ
せるときに窓からのぞいて「今井さん　がんばって」と声をかけてくれる人、暑いけれどやりがいがありました。

・・・・・ 共済年金について。

●広陵町議員団との打ち合わせ。

● 銀行の支店長に不破さんの原発パンフを普及。

● 葛城北民主商工会収支内訳書抗議集会に参加。挨拶させていただきました。

今回で10年目になりました、継続は力なり。あきらめないことが大事です。

●明日から始まる日本母親大会に行くため次女が孫と帰省。明日、朝6時30に八木駅集合。起きれますでしょうか。 
　　　楽しみです。

7/28 木 
 

●京都府委員会に近畿ブロック、原発、エネルギー問題近畿福井交流会が開かれ宮本次郎議員と参加してきました。
 原発の持つ異質な危険。空間的、被害の及ぼす広さ　時間的、ＷＨＯは将来にわたって今回の影響でガンの発生は
9,000人と予測　社会的・自治体ごと避難が13自治体の及ぶなど、未解明な技術、地震国。安全神話、安全な原発などあ
りえない。

　避難とは職を失うこと、残るのは放射能の危険を覚悟、福井などでは原発で働く作業員の半分650人が地元自治体の



住民。自然エネルギーも関電は原発優先で行っているため水力は2割程度しか使っていないとの発言も。

　まず撤退を決める政治的決断が必要。その上で自然エネルギーの可能性・買い取り問題など知恵を出すことが必要。
各地の学習会の取り組みやこれまでつながりがなかった若いパパやママ層との連携。地域の学習会など大学で学んで
いる学生が中心に開くなどがあります。また兵庫県や和歌山県、三重県では過去に原発反対運動が起きて原発を設置
させなかった貴重な経験があり、あの時反対してくれて良かったという声も寄せられているとのことです。

 私も奈良県の議会の意見書決議や福島のボランティア活動の経験、放射能汚染による広がりで水や下水道汚泥、野菜
の検査などを求め続けているが、検査機器が8月に入らないと納入されず、国民の安全が置き去りにされている事など
報告させて頂きました。

最後のまとめでは原発からの撤退の一致で共同を広げること。見えない放射能を見えるかさせる。国の責任を求めて
行く事などが発言されました。なるほど。
 夕方になって落雷と大雨で帰りの電車が送れ満員の超スロー電車で帰りました。 帰宅したのが9時でした　お疲れ様で
す。 、

7/27 水 
 

●五位堂駅前早朝宣伝、八尾議員と。
　赤旗と入党のお勧め、日刊赤旗1部。党員2人が入党して頂きました。

●親子リズムのお母さんたちに福島にボランティアで行った時の事を報告。水は沸かした方が良いでしょうか？など小さ
いお子さんを抱えて不安を感じていました。

●奈良県ECセミナーに行ってきました
 インターネットでお店を出して売り上げをアップさせる目的で、県が委託して開いたものです。楽天の人のリズミカルな説
明に聞き入りました。
　
　全体の経済は落ちていて特に百貨店などの落ち込みが大きくなっています。その一方インターネット人口は9000万人を
超えて、子供やお年寄りを除くとほとんどが、ネットを利用、実際ネットの店で購入をしています。
 その売り上げは有名百貨店を越える売り上げとなっており、今後の需要が見込まれる分野です。ネットの店舗のメリット
は店を出すために家賃や内装、仕入れなど不要。

 人が1人でもできる。24時間・365日店を開いていられる。 売り上げを伸ばしている店では、店で購入する場合の試着な
どが出来ない分、商品のわかりやすい説明をつけて納得の上で買い物カゴに。単価を引き上げるために送料無料のも
のをあわせて買うことで売り上げアップ。また多くを販売させるために2週間くらいの機関で共同購入すれば商品が安くな
るなど巧みなやり方です。

　どれだけの人に見てもらえるホームページになるかは、どれくらいの集客力のテンポになるかと同じこと。
 うまく活用して奈良県経済の活性化に繋がればいいと思いました。
 初めてインターネット上に店を出す場合のノウハウを直接訪問指導してくれるとのこと。全て無料です。これは県の事業
だそうです。もっと広めて活用して行きたいと思いました。

●入党のお誘い、90周年までに考えてくださいと申し込み用紙を渡してきました。

・・・・・2件
 共済年金・立ち退き問題。

7/2６ 火 
 

●山田みつよ議員と挨拶。
 要介護3の家族を抱えた国民年金だけの老夫婦、介護保険を使いたくても金が掛かって使えない。施設を見に行った
が、中の人があまり良い様に見えなかった。
 中学校給食を希望する声も聞かれました。原発からの撤退署名をいただきました。地デジは訪問したところはみな変更
されていました。

●南都銀行箸尾支店に挨拶に行ってきました、支店長さんがお留守で副支店長さんにご挨拶。
 ここは今年で創業115年を迎えるそうです。この地域は昔お金が集積する経済の中心地だった様です。ちなみに南都銀
行は70年ほどの歴史だと言うことでした。
 経済労働委員になったので地元経済の活性化について関心があり、また教えてくださいと挨拶してきました。

●食肉センター問題。
●警察の対応問題。
●学習　地域ブランドについて。

 河合診療所友の会役員会。

 繊維工場を改装し
た喫茶店で一服
 ミルクと、シロップ
が試験管に入って
木に穴を開けたと
ころに入れて出て
きました

7/25 月 
 

●ビラまき。
●ホームページの訂正。
●自治体学校の最終日、奈良県立文化会館に行ってきました。中川信先生（徳島大学） 充実した地方自治の担い手を育
てをと題して講演。

●福島県飯舘村は「までいの村づくり」をしてきた。子育て支援では、村の男性職員は必ず育児休暇をとらないといけな
い、パパの育児日記を書かせる。子供をみんなで育てる。
 小学６年で沖縄研修。基地のある町を見ることで平和の尊さを教える。
 村内産１００％の学校給食、合併せずにみんなで村づくりをしてきた。
 日本一美しい村が原発で村人が暮らせ無くなってしまったと先生の声が詰まったような感じを受けた。
　私は、村民が村にいつ戻れるかは分かりませんが、この手間隙かけてやるとい「うまでいの精神」を受け継ぐこと。飯舘
村の人々の大切に育ててくれた自分たちの村は自分たちが作ると言う種をまくことが、村民の方へ恩返しできるような気
がしました。

地域経済をどう見るのか、と言う時にあながち企業誘致など企業活動だけに目が行くが、
A、住民福祉を目的に自治体が行う行財政。
B、市場原理の営利企業の経済活動　
C、家族の幸福を目的とする家計の経済があり、それらが重なり合って構成されている。
　
　しかも家計は経済活動の６割を占め、これが疲弊することで全体が弱まっている。企業は売り上げが減り、物が売れな
い、海外に拠点を移し労働者を首にすると益々家計が弱体化、家計と企業の弱体化で税収が減り自治体も弱体化。
　
　新しい公共領域をつくることが求められている。
これは国の押し付けや一部の大企業などの発想ではなく、住民の今抱えている問題や課題をよく掴むところから出ない
とこの難問を解く鍵は開かないように思いました。

今回の自治体学校はとても発想や視点において勉強になりました。
難しいことを優しく　やさしいことを深く　深いことを面白く
面白いことを真面目に　真面目ことを愉快に
愉快なことを　いっそう愉快に　　井上ひさし
とても気に入りました。

●山田議員と訪問。高齢の夫婦2人暮らし、お互い忘れやすい、耳が聞きにくいなどの問題を抱えて寄り添っている。前回
訪問したとき掃除が大変と言う奥さんの声を聞いて、高齢世帯への家事援助サービス、町がシルバーに委託して、1割の
金額でヘルパーのサービスを受けられる事になっている事を説明。次回パンフレットを持ってくる事を約束しました。パン
フを持って制度を紹介しましたが、ご本人はまだまだと思っていてせっかくの制度が必要な人に使われていません。

・・・・・ 人権問題について。

 本をいっぱい買っ
てきました
 わくわくします

7/24 日 
 

●奈良県で開かれている自治体学校に参加。県立大学に行ってきました。



●第１０分科会、地域経済の、再生、循環をつくる　のテーマです。森　靖雄　先生が講師でした。
 全国で大型店が進出して地域の商店街が寂れている問題で大型店が来たから寂れるのではなく、大型店がくる事で、
地域の循環していたお金が回らなくなり、それによって地域経済が疲弊していく。

　大型店が来て地元に固定資産税、従業員の給与が払われたとしても全体の５％程度。後の売り上げは銀行を通じて本
社に。本社は大量仕入れで全国や、海外からの仕入れを行う。
　これまでの商店街なら、八百屋で買ったお金がまた地域の雑貨屋で使われたり、魚や肉を買ったり、子供の学習塾の
月謝になったり、１０００円のお金でも循環することで、何倍も効果が出てくる。

　先生の試算では月１００万円が地元商店では４回転すると４００万に。それが１年で４８００万に。しかし、半分は外に出
て行くとしても２４００万円の経済効果となる。

　一方大型店の場合１００万円でも地元に還元は５％で５万円、それが地域で４回転して月２０万それの１２か月分は２４
０万円、半分が外に出て行って１２０万しか残らない
　同じ１００万円のお金でも地域で循環させるのと大型店では２０分の１になってしまうとの話はとても分かりやすいもので
した。

　また各地で住宅リフォーム制度が話題になっており、今年から奈良県でも始まったことを報告させて頂きました。
　自治体の職員が地域を調査して自分たちが思っていた以上に地域が深刻な状態であったことが分かった。など地域調
査の重要性が語られました。

　帯広の中小企業振興条例を作ることで様々な地域起こしの実践が生まれて来た事など。地域をみんなで見つめてどう
するか、話し合い実践する事の中に地域起こしが生まれます。
　どこかのコンサルにまかせて同じような計画を進めてもうまくいくはずはありません。

 なら県立大学

 森先生は元日本
福祉大学の先生で
奈良市議会議員の
山口ひろしさんの
恩師でした

 舟橋通り商店街
 郵便局

ページトップへ

7/23 土 
 

　朝６時の電車に乗って、浜岡原発の永久停止、廃炉を求める静岡県大会が、駿府公園で開かれ参加してきました。
 ７・２３ひまわり集会です。ひまわりのように輝く人、人、人でいっぱいでした、このエネルギーが原発のない未来を作る原
動力になることを確信しました。　日本共産党の志位委員長も挨拶にきました。

 このふるさとを奪
いことがないように
 両親の眠る墓地
から見える袋井

7/22 金  

●友の会ニュースの配達。
 ホームページの日記の訂正を送ってもらいました。自分では気がつかなかったミスがいっぱいでした。
●県庁へ
 食肉センターの調査。
●関西広域連合の特別委員会の打ち合わせ。

・・・・・ 民間保育園に対して奈良県図書情報館の本の貸し出しがされないとの相談があり、問い合わせまし
た。図書情報館としては県内の団体に対し契約を結んだ上で貸し出しを行っており、公立、民間などの区別はしていない
そうです。
　但し、児童図書は市町村図書館が主体との考えで冊数が少ないため相談に乗りますとの事でした。

・・・・・ 障害児の保育士の加配の場合、奈良市では、リハビリテーションセンターか子供家庭相談所の認定を
受けないと認められないとのこと、で県はどうかと質問があり、問い合わせました。県では、「その他医師の診断所で県知
事が認めたもの」という規定があり、限定していないことが判明しました。

●保育園の夕涼み会に行ってきました。チナっチャンは大張り切り。きょうちゃんは花火を見て大喜び。手を、ぱちぱち叩
いていました。

7/21 木  

●台風が過ぎ去って一安心です。県内では東大寺の老木が倒れるなど被害が出ています。
●河合診療所　生活相談会馬場議員と行いました。

・・・・・ 生活保護と年金について
生保を受けているが、65歳になる。年金との関係はどうなるのか。
生活保護は他からの収入があるとその分を保護費から引かれるため、手元に入るお金は変わらない。保護は毎月入る
が、年金は２ヶ月に１度。使ってしまうと無くなるのでよく考えて使うようにと、アドバイス。

●原発からの撤退署名をお願いしました。

●入党のお誘い。何時も力を貸して頂いている方です。考えさせてくださいとのことでした。

●山田美津代議員と訪問。署名のお願い。
 原発はなくしていくのが良いけれど今無くす訳には行かない、署名はもう少し考えさせてほしいという人が何人か居まし
た。若い青年に断られたのが印象的でした。 今日の署名　　１８筆

●食肉流通センター問題で地元の方からご意見を頂きました。
 以前は反対だったが、今は県の食肉の流通、業者、消費者など全体を考えていく必要があるのではないか、ごもっとも
です。多くの方の意見を聞かせて頂きたいと思います。

●みっちゃんの宅急便が出来ました。

7/20 水 
 

●台風のため本日の宣伝は中止しました。
●本日エネルギー・原発問題での会議の予定でしたが、朝から中止の連絡がありました。
●前から気になっていた部屋の片付け、要らない物を処分しました。
 かなり思い切って処分したつもりでしたが、なかなか捨てがたいものもあり見違えるようにとまでは行きませんでしたが、
すっきりしました。
 心配していた台風が進路を東にそれたため海上に抜けて一安心です。
●手紙　３通

7/19 火 
 

●大型の台風が接近。本日予定していた、経済労働委員会の県内視察が中止になりました。

・・・・・共済年金問題　
過去に公務員として働いていましたが、掛け金が年金にも反映されず脱退一時金も受け取っていないというので共済組
合まで調査に行ってきました。 情報開示の手続きをしてきました。 共済組合の場合は不服があるときの第３者機関がな
いとの事です。



●奈良県でも、セシウムに汚染された藁を食べた牛の牛肉が流通されており、４箇所の業者を通じて販売されていたこと
について、県の食品安全課に問い合わせ。
 朝から、県民より問い合わせが殺到しているとのこと。私は場所をなぜ公表しないのかと質問したところ、「４月８日に販
売。６３キロ。しかしそれが放射能汚染されていたかどうかは測定がされていない。今、公表しても全て消費した後。業者
への影響が大きい。オークワが岐阜・愛知・三重・奈良の最大４４店舗で販売した可能性があると発表した。業者の自主
的発表はしてもらったら良い」との返事。

　これは、本来出荷先で検査して安全確認をするべき事であり「牛の体の外からチェックして大丈夫」と言うのと、肉その
ものの安全を確認していないところに問題。

 また、セシウムの汚染された藁を食べたことが原因とされているが、宮城県の業者から購入した藁と言う事で国の指示
が現場まで届いていない。たとえ食べたとしても健康への影響は無いと言う。誰も信じないコメントが繰り返されている。
　ここにも、原発の安全神話があったのではないか。政府は福島産の肉の出荷停止を発表したが、現実に１００キロ以上
はなれた地域からを出ており、まずは安全確認の体制をとり、安全なものしか流通させない仕組みを、早急に作るべきで
はないか。
 また、それによって業者の責任がなかったとしても情報公開を行い、消費者に危険な疑いものは食べさせないことが重
要ではないでしょうか。

7/18 月 
 

●なでしこジャパンの勝利の瞬間を見ました。誰も予想していなかったまさかの勝利。
 PＫ戦の前に笑顔でスクラムを組んでいるのを見て勝てると思いました。
勇気と感動をもらいました。これからサッカーを始める女性が増えると思います。

●朝から強い雨、予定がキャンセル。夏ばて気味でしたが休養できました。

●奈良県にもセシウムに汚染された藁を食べた牛の牛肉が入っていて、４箇所で販売されたことが分かりました。しかし、
県は風評被害出さないためと、どこで販売したものか公表をしていません。
　これは隠すものではありません。安全最優先ならまずは公表すべきです。

7/17 日 
 

●たまっていた、日記を記入。
●王寺民報の原稿。
●ホームページの記事。
●上牧議会報告会。
 原発問題について県委員会で作成してくれた紙芝居を使って報告しました。
●拡大地区委員会総会。
●７．１７日本共産党創立８９年記念講演会。
 宮本武参議院議員が講演してくれました。学校の放射能の基準が２０ミリシーベルトから１ミリシーベルトに下がったが
子供が学校にいる間の数値でしかも今年度と言うことは原発事故のあった３，１１から新学期が始まった４，２２までの間
は感知せずのし製、屋外や登下校も基準外ということで国の基準を信じている学校はどこもない子供たちに外遊びを制
限させたり現場では子供の被爆を抑えるのに必死でがんばっている。これまで共産党にメールなど送ってくれたことがな
い人などからメールで励ましが届いているとのことです。
 国会では他党が足の引っ張り合いの内輪もめをしているときに、一つ一つの課題に寄り添いがんばっていることを頼も
しく思うとともにもっと大きな党を作る責任を感じました。
●なでしこジャパンの決勝戦。がんばって応援したいと思いますが起きられるかれるかどうか・・・・
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7/16 土 
 

・・・・・ 一週間前のことですが、貴金属の買取をしてもらうために、2箇所のお店に鑑定を依頼、1件目で鑑定
後、2件目では鑑定の際、住所氏名などを記入しましたが、価格が合わなかったため、個人情報を書いた紙を返却してほ
しいとお願いしたところ、返せないとのこと、それなら黒く塗って消してほしいと頼んだことも、聞いてもらえないので、書い
た紙を持ち帰りました。ところが、お店の人が、後をずっと追いかけて、返してくれとつけてきたため、警察を呼んだとこ
ろ、持ち帰った行為が悪いと言うことで、警察で調書を取られ、署名捺印を求められ、それに応じなければ泊まってもらう
と言われたトラブルがあり相談。

月曜日、相談者が写真と母印をとるために呼び出されていたため幡野議員と一緒に8時30分に西和署に行ってきまし
た。
 写真と母印については任意であり、本人が拒否すれば強制するものではないとの説明があり、本人が拒否。これに同意
すると犯罪があった時にコンピューターでチェックする対象になるとの事、前科の扱いになるそうです。
一人で行っていたら前科になるところでした。

　古物営業法などでは盗難物などの恐れがあるので売買や委託の場合は住所氏名など本人確認が必要になりますが、
この場合は幾ら位いかと言う鑑定だけでそこまで求めるのは行き過ぎではないのか。と主張。しばらく整理させてほしい
と言うことでしたが、返事がなく電話をしたところ再度話を聞きたいと言うことで警察に行ってきました。
すでに押収物は業者に返還されていることが判明。前科にはならないことを確認しました。

●母親大会の説明会　　奈良市の中央公民館で開かれ参加。
 焼け付くような日差しの下、JR奈良駅から三条通り公民館のところまで歩きました。
 大きな木がまったくなく、プランターの木は全て枯れており、 もっと緑が必要だと感じました。

 奈良市と八木駅前からバス2台が出ます。初めて母親になった時に日本母親大会に初参加して感動しました。子供たち
が大きくなったら母と子供と参加したいと思っていましたが、母が亡くなったのでその夢は果たせませんでした。
　今回広島大会と言うことで娘を誘ったら2人とも子供をつれて参加させてもらうことになりました。とても楽しみです。

７/15 金 
 

●党創立記念日89周年です。共産党へのお誘いの手紙を持って、3軒訪問しました。ご夫婦にお誘いしました。
 すぐにはお返事い頂けませんでしたが、これはプロポーズのようなもので、この人と思う人がいれば断られてもあきらめ
ず、来年の90年までに考えてくださいと渡してきました。

　ある方はなくなったお父さんが軍人で共産党などとんでもないと言う方だったようですが、あるとき国政選挙で共産党に
入れたと言われて大変驚いたと言いながら仏壇の引き出しから形見の勲章を出して見せてくれました。
　今井さんが選挙に出る限りできることは全てやりますと熱烈なラブコールをいただきました。
　次のお宅は今回で3回目、とても誠実でぜひご一緒に党には入って頂きたい方です。手紙を渡したら、この前は玄関口
で断られましたが、家に入れていただきました。
　3軒目ははじめてお勧めしましたが、驚かれた様子もなく考えさせて頂きますと言って頂きました。

●文教・暮らし委員会の視察、王寺町の総合型地域倶楽部　やわらぎトラストを視察。地元議員の案内があり、参加させ
て頂きました。3B体操やバルシューレなど見学。
 赤ちゃんからお年寄りまで42の教室があります。倶楽部に登録してそれぞれの倶楽部に会費を払います。民間で行うよ
りは安いのでとても人気があるとか、体育館は倶楽部が優先されるので自主的なサークルで利用できる時が限られてい
るようです。

　小学生では陸上部などがあり、昨年奈良県小学生市町村駅伝で王寺が優勝しましたが、そこにも倶楽部のメンバーも
居たそうです。地域でこのような取り組みを進めることが今後健康や医療費にどんな影響が出てくるのか興味があるとこ
ろです。
 社会教育の有料が気になる所です。

●葛城北民主商工会野村政治事務局長の退職と新人の歓迎会が開かれ参加しました
 北民商が出来て16年。顧問と言うことでいろいろ一緒に取り組ませていただきました。
 地元広陵町で住宅リフォーム助成制度を実現させ、全県に普及。下請け工賃未払い問題、国保の不当な差し押さえな
ど業者のかたがたに寄り添いがんばってきました。
 長年ご苦労様でした。

 葛城北民商事務
局長の野村政治さ
んの退任の挨拶

7/14 木 
 

●県議団視察。
　奈良県盲学校、聾学校　筒井寮を視察しました。
　盲学校、聾学校は6年前から学校は別々ですが、校長先生が同じと言うことになっています。盲学校は90年の歴史。聾
学校は80年の歴史です。

　どちらも昭和44年の施設は古いのは変わりませんが、自由に動ける聾学校の方が傷みが進んでいました。盲学校は



廊下や階段に物がなく、掲示物もなくすっきりしていました。

 盲学校は41名、中途失明の方が入学するので最高齢69歳の方が居るようです。
 理療科では近くの人に練習に来てもらいながら安く治療が受けられるように診察室なども作ってあります。
点字で英語の授業を受けている中学生がいましたが大変なことです。

　聾学校は123名、奈良県の聾学校は手話を教えることで他県から転居してくる人もいるそうです。最近は人工内耳が出
来たことで一般の学校に行く人も多く今後生徒数が減ることが考えられます。また聾唖者であることの検査機器が奈良
県の公立病院に無く、最近やっと医大が導入したようですが、早期発見治療体制が求められます。

●筒井寮は学校に隣接しています。全県で1箇所の盲，ろう学校のため遠距離の子供は寮生活を送っています、入寮児
童は11人、放課後のデイサービスなど利用が増えています。

●中南和地区議員団会議。

●奈良県社保協総会。二宮厚美先生の講演がありました。今回で3年連続の講演です。現在の菅内閣について鋭く分
析。

 校長先生の説明
を聞いているところ

 聴覚障害の早期
発見の機械です

 二宮厚美先生の
講演

7/13 水 
 

●池部駅前早朝宣伝　馬場議員と河合支部の方々と
 男性の方が、自分は自民党だが、民主党は情けない、共産党もっとがんばってほしいと激励を頂きました。
 馬見丘陵公園に行くのに電車から降りてこられた方も「がんばってください」と声をかけてくれました。

●20億裁判の結果を報告。

●食肉センター問題でご意見をいただきました。

●第1回奈良県議会　議会改革検討委員会が開かれて各委員から検討すべき課題を出し合いました。共産党としては、
議案の賛否について今の現状は反対があっても賛成多数により可決となっています。各議案ごとの賛否を議員ごとに明
らかにすべきではないかと意見を言っておきました。

●他の会派からは、予算決算委員会の小数会派の参加。議会の会期と事前委員会問題。意見書調整会議
のあり方。議員定数の削減、議員歳費と政務調査費、費用弁償について、タウンミーティング、葬儀に参加
するときの弔電香典の廃止を決めてはどうか。本会議の事前通告問題、本会議問題、政策検討する場合
の議会側の情報不足などが提起されました。

●新しく就任された稲山副知事、杉田総務部長、前田健康福祉部長が挨拶にこられました。

●娘夫婦の8回目の結婚記念日。孫3人の子守をしました。一番下がお姉ちゃん、お兄ちゃんと同じことをやろうとして、ピ
アノを弾いたり、ブロックを積み重ねたり、ボール投げなどチャレンジするのに驚かされました。

7/12 火

●佐味田川駅前早朝宣伝　馬場議員とともに
 佐味田川は橋上駅でかなり老朽化しています。階段が大変な人は池部駅を利用されているようです。
●第３回中央委員会決定の学習会が開かれ参加しました。
 ９時３０分から４時までみっちりです。なるほどと思ったことは、平和運動の取り組みで
 核兵器廃絶問題が、最近の青年にすぐ理解してもらえない。平和の大切さを戦争を知らない世代、私もその一人です
が、まだ身近に戦争のことを聞く機会がありました。ところがその次の世代の人たちに伝えることの困難さのことが報告さ
れました。
 共産党も高齢化が進んでいますが、あらゆる分野において時代を継承していくことの困難さ、新たな工夫が求められて
いると感じました。
　大人に大事なものは伝え続けていくという、覚悟が必要です。

●県議団会議　当面の日程打ち合わせ。

7/11 月

●大輪田駅前早朝宣伝。馬場議員と支部の人たちと宣伝です。

 今日の集会のビラや議員ニュース、共産党の原発をめて自然エネルギーへの転換をの政策ビラなど配布。

● ・・・・・警察の対応問題で幡野議員とともに申し入れ。

●７・１１がんばれ東日本、なくそう原発、中南和緊急集会。
　久々の集会でしたが、１５０人が集まって集会。パレードも盛んにケータイカメラでパレードを写す中学生。商店街の人
も入り口から顔を出して激励、みんなが元気になれた集会でした。
 放射能問題では国はあてにならない国がやらないのなら，私たちは子供を守るために力をあわせて前に進もうと新日本
婦人の会高田支部の支部長さんから力つよい挨拶がされました。
　浴衣を着て、手作りうちわに地球サイズのエネルギーで暮らそう、裏には、ひまわりを育ててセシウムを減らそうとひま
わりの絵を描いて持って行きました。
　チェルノブイリでもひまわりが土壌のセシウムを吸収すると言うことでたくさんのひまわりが植えられたそうです、今「きょ
うされん」でF７８７の取り組みは始まっています。
 福島菜の花プロジェクトと言うものだそうです。これは全国でそだてたひまわりの種を福島に送ろうという取り組みです。
　被爆国に本を放射能の国日本にさせない知恵を大いに出し合うときです。

 ７，１１のぱれーど
 2rwつめの浴衣が
私

7/10 日 
 

●昨晩９時３０分頃、寝てしまい目が覚めたら２時３０分でした。
 月曜日までに原稿を仕上げる約束でしたので「みっちゃんの宅急便」原稿。朝までにほぼ完成。

●北葛城郡少年野球大会開会式があり、河合町民グランドに行って来ました。
　焼け付くような暑さで、子供たちも応援の大人も熱中症にならないかと心配になりました。男の子の中で女の子２人が
いました。活躍が楽しみです。

●共産党に入党のお誘いで王寺の小山議員と訪問。もう少し考えさせてくださいと言うお返事でした。また素敵な出会い
がありました。

ページトップへ

7/9 土  

●夫が詩集を発行する準備中、それに寄せる言葉を依頼され原稿を書きました。

●コーラスの練習、９月３日「まほろば音楽祭」に向けて、それらしくなってきました。

●３中総の報告会。生駒まで行って来ました。 来年共産党創立９０年です、壮大な党を作ることが必要です。

●上牧町東議員と訪問するもお留守。
 以前王寺駅で宣伝をしている時に声をかけて頂いた方が、手作りの素敵な指輪をしていました。素敵ですねと声をかけ
たら「今井さんにも作ってやります」と言ってくれていましたが、すっかり忘れていました。東さんの読者の方で一緒に訪
問。ご主人が今チャントとやってくれるのは共産党だけ、がんばってくださいと励ましてくれました。
 奥さんも渡そうと思ってくれていて素敵なビーズの指輪を頂きました。
 お礼に不破パンフをプレゼント。

 とても綺麗なビー
ズの指輪です

7/8 金 
 

●今日は朝から奈良産業プラザでこの間の研究発表会があり、参加させて頂きました。
 ここでは工業技術センターにさまざまな分野の研究員がいて、県内企業の研究室としてがんばっています。研究所の独
自研究、葛を使った繊維素材の研究やさまざまな食品開発。柿渋染め、プラスチックの開発。基礎研究については、企
業の研究員を相手にしている内容のため。専門用語も沢山あって難しく理解できないこともありましたが、映像を使って



型枠をとらなくても板を一定の形に変化させるやり方は良く分かりました。
 興味を持ったのは県内企業の発表でした。
 高速鉄道の床材を開発した住之江織物さん。世界の高速鉄道から発注が来ているそうです。奈良の工業試験場と何度
も研究開発を続けてきた成果です。
 水性、耐熱にマーキングチョーク。書道用の墨などを手がけている祥けい堂さん。工事現場や、駐車禁止などを記入す
るチョークですが、熱に弱いため車の社内温度が上がると解けたり、水がかかると消えたりする弱点を、克服することで
売り上げも２割アップ。質問させて頂きましたが、ここの製品は全国シェアの７割くらいを占めているそうです。業界ナンバ
ー１です。
 地元の広陵化学も医療用プラスチックの開発。顕微鏡用のガラスに替わるプラスチックの開発などこれから益々需要が
伸びる分野です。

　 シバタの製針株式会社は、メリヤスの編み機の針を作っていますが、今世界に機械が輸出されています。ところが機
械が故障した場合、細かい対応が困難で、対応が悪いと、そこの国の全ての仕事を失うことになりかねない為、強く丈夫
な機械が求められているそうです。もっと奈良の産業を知ることや、分かり易く情報発信して行く事が必要です。

 工業技術センター

 綺麗な夕焼けでし
た

7/7 木 
 

●山田みつよ議員と７・１１の集会のご案内と署名のお願いを持って町内訪問。 町長不在で副町長さんに要請しました。
 シルバー人材センター、古文化会、総務課、事業所３件、開業医１件　水道局、保育所　どこも快く受け取って頂きまし
た。要望も寄せられました。自転車道路や、堤防の上の公園の草刈がされていない。　 など

●池田栄子香芝市会議員と国道168号磯壁の交差点や歩道の要望があり、高田土木事務所計画課長さん立会いの下に
現地調査を行いました。
 　農業用水路は堰の手前部分に堆積土砂がたまり、大雨が降ると水があふれる危険性があり、地元住民の方は土砂を
取り除くことを強く望んでいました。

　近商の交差点部分は歩道がほとんど無く危険で現在用地買収を含めて話を進めているとのこと。
 　道路沿いのアパートのところは、水のはけ口がなく水溜りが出来ているので、雨の時に車が通ると水がかかる状態で
す。
 　また歩道橋のあるところは水路がすぐ下に通っており、歩道がなく自転車など大変危険で改善を求めています。
　現地を詳しく見て頂きました。土砂の取り除きは雨季の時期は工事が出来ないので１１月以降になるとの事です。ほか
のところは色々な所有権などが複雑なので調査をすることを約束して頂きました。

●香芝広陵消防組合、香芝署を訪問。７・１１の集会のご案内を池田議員と行ってきました。

●本日の訪問で赤旗日曜盤２部が増えました。

　

 住民の方も立ち会
って道路改善要
望　

 保温で炊いてしま
ったご飯がおはぎ
に変身です

7/6 水 
 

●五位堂駅前早朝宣伝、八尾議員と
●７・１１がんばれ東日本、なくそう原発緊急集会のビラを配りました。
　山田みつよ議員と事務所移転のご挨拶。大きな太い立派な柱、太い梁のある家がありました。築９０年とか。ご先祖が
できる限りのことをして残してくれたところだと言われていました。
　昨日林業の講演を聞きながら木の家を建てる場合、家の後を継ぐ家族がいて、家を建てようという気持ちになるのでは
ないかと思いました。核家族化や一人ぐらしが増える時代に木で家を建てるというニーズがどうなのかという、疑問。　逆
に木のぬくもりを求めている面もあるのかと、色々思っていましたが、逆に立派な家を作ることでそれを誇りとして守って
行くと言う事もあるのかなと、色々と考えさせられました。

●集会の案内と原発からの撤退を求める署名を持って広陵町内の団体を訪問しました。
 色々な形で支援の輪が広がっていることを感じました。
 建て替えたばかりの保育所では以前の机や椅子などを被災地の保育所に送っているとの事でした。消防では、現地に
行かれた時の防災の備品、カセットコンロでは風が強くて火がつかなかったなどがあり、もう一度見直しをしているとの事
でした。施設では、研修会で活断層の話を聞いたので「日ごろからの供えが大事」と言われておりました。

●中南和地区常任委員会

●自治体職場の交流会
 非正規雇用が増えています。実態を把握する必要があると感じました。

●お話ローソクの会から、夏休みお話大会の当番の連絡。８月６日、香芝市図書館お話会３時３０分から担当します。
 お話　すみれ島　　　　絵本読み聞かせ　あらまっ　　　手遊びなど
 誰でも参加できます。　お楽しみに。

 訪問先でかんぴょ
うをいただきました

7/5 火 
 

●女性の会議

●元気な東吉野村と林業を目指す会　」が東吉野村で発足し、住民ホールで行われた林業問題講演会に参加しました。
 これを立ち上げることを住民に呼びかけた時、がんばってと言う励ましと、もう遅いと言うあきらめの声が聞こえたそうで
す。
　でも住民が自ら立ち上がった意義はとても大きいと思います。記念講演は林野庁木材産業課の新津清亮氏でした。
　豊富なデーターに基づいての報告は、木材は地震に弱いのではないか、コストが高くつくのではないか、建築基準法の
限界、外材のほうが安いという一般常識をそうではないと立証する興味深いものでした。

　全国では県が3,000平方メートル以下の公共建築物は木造でなければ認めないという条例を制定している所があり、そ
のような県においては民間住宅も木造を取り入れるところが多いとのこと。

　また木の効果としてインフルエンザの学級閉鎖が少ないなど興味深いものでした
 吉野材については高級と言うイメージと年輪が細かい分、強度が強いのではないか、その点で木材住宅にどれだけ国
産材を使用しているかを見ると、柱や仕上げには50％以上使っていますが、梁の部分はたった５％しか使われていませ
ん。国産材は強度が弱いことが原因だそうですが、ここの梁に吉野材が使えないかと言う具体的な提案も示されました。
　
　また外国ではビルの水槽に樽材が使われています。屋上での組み立て解体が可能。水がまろやかになる、殺菌性な
ど、これも大いに検討すべきところです。

●終了後東吉野村で取り組んでいる木質バイオマスについて役場の担当者の方からお話を伺いました。山で伐採されそ
のまま朽ち果てていく、木はそれだけでCO２を排出するのでそれは燃料として燃やす場合とプラスマイナス０と言うことを
伺いました。現在「やはた温泉」やその施設を薪ストーブにして燃料は住民から長さをそろえた薪一束１００円で購入する
取り組みを進めているそうです。
 もっと、多くのストーブを使う場所があれば、循環しますが今は薪が余り気味とか。

 たなばたかざり

 東吉野村役場か
ら見た山と川

7/4 月 
 

●河合町荒木副町長に熱中症対策について馬場議員と申し入れを行いました。
河合町では６月３０日５時ごろ78歳の男性が倒れているのを帰ってきた家族が見つけ救急搬送しましたが、亡くなりまし
た。前日の高田についで奈良県で２例目の死亡事故です。
荒木副町長は町内でよく協議検討したいと回答。

・・・・・ 控え室に電話。なぜ関西電力の言うことを鵜呑みにして節電しなくてはいけないのか、理解できない。
上から押し付けではなく自主的に出来るよう理解を求めるべきではないのか？とのご意見を頂きました。

・・・・・共済組合年金問題　昭和３７年に旧制度から新制度に移行していることがわかりました。

●大急ぎで議会に各派連絡会、議会運営委員会に出席。
議運では奈良県の節電対策が、近隣自治体には15.5％削減の要請、県には10％強の要請。県民はどうすればいいのか

 馬場議員と熱中症
対策で河合町役場
に申し入れ



理解されていない。何のために、どのようにすれば良いのか、すでに奈良県で２人も熱中症で亡くなっている。分かり易
い啓発をしてほしいと要望。
奥田副知事、総務部長は関電から要請があり、県も一緒に節電対策の協議会を設けてわ分かり易い県民への啓発を進
めていく方向と答弁されました。

●本会議最終日、日本共産党は競輪事業への予算繰り入れ、など２つの議案に反対、宮本議員が反対討論を述べまし
た。

●２０億裁判についてコメントを協議しました

●家に帰ったらポストに原発からの撤退を求める署名が記入されて、入っていました。ありがたいことです。

7/3 日 
 

●土曜日にお泊りに来てくれた春君が朝食後、じいじ帰って良いか？と聞いてから自宅に帰っていきました。どうやら、じ
いじとばあば２人だけでは寂しいだろうと思われている感じです。気がついたら心配される立場になっていました。

●第３回中央委員会の報告をインターネットで見ました。
 来年は共産党が出来て９０年。政権交代したものの、民主党の行き詰まりは誰の目にも明らかになってきました。それに
変わって自民党が政権を担うのかと言っても、被災者救援の大同団結が求められるときに揚げ足取りばかりでは、どうに
もなりません。
 もっと共産党を大きくすることが、ゆきずまった政治を変える上で求められています。原発廃止世論も広がっています。
党員を増やし力をつけることは共産党の必要だけでなく、日本の政治を現実的に動かす力になります。
 ちょっと暑いけれどがんばり時です。

●７月１１日６時からJR高田駅東広場で「がんばれ東日本、原発なくそう緊急集会」の呼びかけテープを作りました。
 この日は高田の大中チャンチャンの夏祭りです。手作りポスターやスローガンなど、楽しい集会やパレードが出来るよう
にがんばります。

・・・・・年金問題

●お通夜に参列、ずっと応援していただいた方です。心からご冥福をお祈りいたします。
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7/2 土  

●こどもの国運動会に参加。ご挨拶をさせて頂きました。子供たちの元気なこと、体育館の中を走り回ってもまったく疲れ
た様子もありません。

・・・・・年金のこと

●みっちゃんの宅急便、原稿

●ホームページのチェック

 暑さと疲労で少しばて気味。子供たちを誘ってみんなでうなぎを食べに行ってきました。日ごろあまりご飯を食べないチ
ナっちゃんも、１歳のきょうちゃんもぱくぱく。２年生の春君は大人と同じ。おいしそうに食べているのを見ていると夏ばて
も吹っ飛びそうです。

7/1 金 
 

●今日から７月です。赤旗の拡大の締め切りの日。日刊紙、日曜版。民報各１部増 えました。

●以前一緒に働いていた方がお亡くなりになっていたとの連絡をいただきました。
　初めて就職した診療所が医師不足で人員を減らした時に同じ民主医療機関の職員 がばらばらになりましたその時３
人で土庫病院に来た仲間の方です。 「みっちゃん」とよく可愛がって頂きました。心からご冥福をお祈りいたします。

●経済労働委員会

●奈良競輪の問題を取り上げました。今回の補正予算で昨年度の赤字分１億３４４０万４千円を今年度予算から繰り入
れる議案が出てきました。
　私は、全国も奈良においても、売り上げも入場客も減り赤字が続く中で、今年度１３億４００万円を補える見通しがなく、
しかも基金は、赤字のときも積み立て８億を超えています。さらに上部団体JKAへの上納金は売り上げに対して３，３％
かかってきており内部留保で６００億円以上もたまっている、奈良県でも昨年JKAに４億４千万を上納。

その一方でJKAからは研究費として奈良県に２６００万ほどの支援をしているが、そのようなやり方も問題。
　戦後の財政難の時代に公営ギャンブルとして認められた競輪事業だが、本来は自治体財源は産業や雇用の振興で
ま
かなうことが健全で、競輪そのものはオリンピック競技にもなっているスポーツとして振興するべきもの。奈良競輪の今
後のあり方を含めて検討すべきと主張し議案に反対しました。

●フラワーパークのあり方について質問。現在の地元自治会と交わした約束については、県はフラワーパークはその中
に入っていないと答弁。現在の機能を馬見丘陵公園に持っていった時には存続できる様にすべき、竜舌欄など１世紀に
１度しか花が咲かない珍しいものも大切に育てているが、貴重な植物はどうなるのか。
　時期や予算も含めて県民に啓発する必要があるのではないかと質問。
　県は馬見公園の緑化フェアのときの施設など活用し必要なもの移植すべき植物なども検討。これまでの場所では新た
なプールの計画の中で活用を図ってもらうことも考えて行きたい。と答弁しました。

●工業試験場の技術員の数が奈良県は全国１少ない２６人で、県内企業のよさを光らせるために必要な人員は増やす
べきと質問。県はこれまで奈良県の優れた技術な
 どのPRが不足しており、それも含めて人員確保を要望したいと答弁しました。

●食肉流通センターについて。経営評価委員会を受け、今後のあり方を検討する委員会を立ち上げるにあたり、この間
の奈良県の情報非開示のやり方ではなく情報公開で開かれた議論をすべき。奈良食肉株式会社や畜産副生物株式会
社など民間企業があることで情報公開できないという態度だったが、県から多額の補助金を受けており、一般企業とは
わけが違う。ここをあいまいにしたままでは本当の改革にはならないと思うと質問。
　県は、情報公開を行って検討を進めたいと答弁しました。
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おもちゃ箱

● 

拡大する　　




